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1. 次の一連の取引を仕訳しなさい。 

(1) 山口商店より商品 \500,000 を仕入れ、代金のうち \250,000 を現金で支払い、残額については掛けとした。 

(2) 福岡商店へ原価 \400,000 の商品を \600,000 で売り渡し、代金のうち ￥250,000 を同店振り出しの小切手

で受け取り、残額は掛けとした。 

(3) 福岡商店に対する売掛金の支払いとして、\150,000 の送金小切手を受け取った。 

(4) 山口商店に対する買掛金 \250,000 を、5 日に受け取った小切手 \250,000 で支払った。 

(5) 福岡商店から売掛金の回収として \200,000 の郵便為替証書を受け取った。 

 借方 貸方 

（1） 
商品 

 

500,000 

 

現金 

買掛金 

250,000 

250,000 

（2） 
現金 

売掛金 

250,000 

350,000 

商品 

商品売買益 

400,000 

200,000 

（3） 現金 150,000 売掛金 150,000 

（4） 買掛金 250,000 現金 250,000 

（5） 現金 200,000 売掛金 200,000 

 

2. 次の取引について仕訳を示しなさい。 

(1) 現金の帳簿残高を実際残高と照合したところ、帳簿残高 ￥360,000、実際有高 ￥345,000 で不一致が生じて

いることが判明した。しかもその原因が今のところ不明である。 

(2) 調査の結果、上記不一致について交通費 ￥28,000 と受取利息 ￥20,000 の記入漏れが判明した。 

(3) さらに、従業員の出張旅費 ￥5,000 の支払記入漏れが判明した。 

(4) 本日、決算を迎えたが、不一致額の残りについては依然として原因が判明しないままであった。 

 借方 貸方 

（1） 現金過不足 15,000 現金 15,000 

（2） 
交通費 

 

28,000 

 

現金過不足 

受取利息 

8,000 

20,000 

（3） 旅費 5,000 現金過不足 5,000 

（4） 雑損 2,000 現金過不足 2,000 

 

 


